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手引き書
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●子ども達にとって「景観」を理解することは、ハードルが
高いかもしれません。

●子ども達なりの「景観」に対する感想やイメージを自由に話し合って
もらいます。

はじめに

大分県景観副読本は、大分県の小学校５，６年生を対象
とした、景観に関する副読本です。子ども達に景観を知っ
てもらい、身近な景観の価値に気づいてほしいという思い
で作られました。

ふっと空を見上げてきれいだなと思う、遠くに視線を
やって山を見る、自分たちが住む地域にお気に入りの場所
を見つけて地元に愛着を持つ、これまで何もないと思って
いた通学路がおもしろく見えてくる、そのような、何気な
い景観の大切さに気づくきっかけとなれたらと思います。

やがて大人になったときに、子どもの頃に通った学校や、
友達と遊んだ場所を懐かしく思い出せるような、景観との
関りが出来るようになる一助となれば幸いです。

また、そのような子ども達の中から、大分県の景観を担
う人材が育ってくれることを願っています。
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●景観副読本では、ブンゴウメとブンゴメジロが案内役となって、
子ども達と景観について学んでいくという形式で進んでいきます。
７章で、大分県内の景観を紹介します。

ケイちゃんと
カン太君で
「景観」
豊の国の豊ちゃん
大分の大ちゃん
の4人です。

ブンゴウメと
ブンゴメジロが
子ども達を
案内します。


